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論点No.9

地震対策 －使用済燃料乾式貯蔵建屋の耐震評価におけるばらつきの考慮や評価条件－
ワーキングの詳細
はこちらから

（注）本資料は、ワーキングチームにおける論点及び検証結果を分かりやすく表現することを目的とし、できる限り平易な記載としています。

第22回ワーキング
（2022.11.1）で議論

使用済燃料乾式貯蔵建屋の耐震評価では、
地盤物性のばらつきを考慮した地震力を
設定していること、建屋の杭は、地震時
に加わる力が最大となる最も外側の位置を
評価対象とするなど、厳しい前提条件で
評価していることを確認。

使用済燃料乾式貯蔵建屋の耐震評価に
おいては、地盤の物性のばらつきの考慮
や建屋を支持する杭の評価条件が重要
だが、評価の前提条件をどのように設定
しているのか。

○使用済燃料乾式貯蔵建屋の耐震評価における地盤物性の
ばらつきの考慮

○使用済燃料乾式貯蔵建屋の杭の評価条件

• 使用済燃料乾式貯蔵建屋を含む建屋
の耐震計算では、地盤の地下構造を
モデル化し、試験による実測値を基
に地震波の伝わり方などの地盤物性
を設定して計算している。

耐震壁のせん断スケルトンカーブ
（建屋に加わる力（縦軸）と変形
量（横軸）との関係）における

最大応答値

• 試験の実測値には値のばらつきがあ
ることを考慮し、平均値を基に設定
した基本モデルに標準偏差(σ)分の
ばらつきを上乗せした評価も実施

• 使用済燃料乾式貯蔵建屋の耐震壁に
ついて、地盤物性のばらつきを考慮
した評価を実施し、地震による変形
量（せん断ひずみ）が最大となる場
合においても、許容限界を超えない
ことを確認（右図）

杭の解析モデル図

• 使用済燃料乾式貯蔵建屋の杭の耐震評価においては、
水平方向において軸方向に加わる力が最大となる最
も外側の位置の杭を評価対象とする。

• 地震により建屋から水平方向に作用する力は、複数作
成している耐震設計の基準となる地震のゆれ（基準地
震動）による応答解析の結果のうち最大のものを使用
し、これが杭１本にかかるものとして評価

• 杭の周りの地盤の地震による変位は、全ての基準地
震動による評価により得られる最大の変位量を解析
モデルに入力

杭の評価対象位置

許容限界

https://www.pref.ibaraki.jp/seikatsukankyo/gentai/anzen/nuclear/anzen/tokaidaini_wt_kekka.html
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